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十
二
月
の
町
議
会
定
例
会
で
平
成
十
四
年
度
の
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
・
県
の
補
助
金
な
ど
の
大
切
な
お
金
を
ど
の
よ

う
な
こ
と
に
使
っ
た
の
か
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

普
通
会
計
は
歳
入
の
総
額
が
三
十
八
億
八
千
六
百
十
七
万
二
千
円
、
歳
出

の
総
額
が
三
十
四
億
九
千
七
百
四
十
万
一
千
円
、
差
し
引
き
三
億
八
千
八
百

七
十
七
万
一
千
円
と
な
り
、
平
成
十
五
年
に
繰
り
越
す
財
源
三
百
九
十
七
万

二
千
円
を
差
し
引
く
と
実
質
収
支
額
が
三
億
八
千
四
百
七
十
九
万
九
千
円
の

黒
字
に
な
り
ま
し
た
。

決算
報告

●

普
通
会
計

財
政
比
較
や
統
一
的
な
掌
握
の
た
め
、
地
方
財

政
統
計
上
統
一
的
に
用
い
ら
れ
る
会
計
区
分

●

歳
入

一
年
間
の
す
べ
て
の
収
入
の
こ
と

●

歳
出

一
年
間
の
す
べ
て
の
支
出
の
こ
と

●

地
方
交
付
税

地
方
公
共
団
体
が
等
し
く
事
務
が
行
え
る
よ
う

一
定
の
基
準
に
よ
り
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

●

町
税

皆
さ
ん
が
町
に
納
め
た
税
金

●

町
債

町
の
借
金
。
大
き
な
事
業
を
行
う
た
め
に
、
国

や
金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
た
お
金

●

繰
越
金

前
年
度
か
ら
の
繰
り
越
さ
れ
た
お
金

●

国
・
県
支
出
金

特
定
の
目
的
の
た
め
に
、
国
・
県
か
ら
交
付
さ

れ
た
お
金

●

地
方
消
費
税
交
付
金

県
が
地
方
消
費
税
と
し
て
徴
収
し
、
人
口
割
な

ど
に
応
じ
て
交
付
さ
れ
た
お
金

●

使
用
料
・
手
数
料

皆
さ
ん
が
町
の
施
設
を
使
っ
た
り
、
住
民
票
な

ど
の
交
付
に
手
数
料
と
し
て
支
払
っ
た
り
し
た

お
金

三
十
八
億
八
千
六
百
十
七
万

二
千
円
は
前
年
度
よ
り
六
億
四

千
四
百
五
万
三
千
円
の
減
（
前

年
度
対
比
十
四･

二
％
の
減
）

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
歳
入

の
約
半
分
を
占
め
て
い
る
地
方

交
付
税
が
、
制
度
の
一
部
見
直

し
に
よ
り
一
億
四
千
八
百
三
十

万
一
千
円
の
減
、
国
・
県
の
支

出
金
が
三
億
一
千
百
六
十
五
万

円
の
減
、
町
債
の
二
億
一
千
六

百
五
十
万
四
千
円
の
減
な
ど
に

よ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
歳
入
に
占
め
る
「
自

主
財
源
」
は
九
億
四
千
七
百
五

十
八
万
三
千
円
（
二
十
四･

四

％
）
で
、
残
り
の
二
十
九
億
三

千
八
百
五
十
八
万
九
千
円
は
、

国
や
県
か
ら
入
る
お
金
や
借
金

に
依
存
す
る
「
依
存
財
源
」
に

な
っ
て
い
ま
す
。

区 分
平成1 4年度
決算額（千円）

平成13年度
決算額（千円）

前年度
対比 ％

町 税 434,896 436,377 －0.3
分担金及び負担金 31,202 20,023 55.8
使 用 料 61,296 61,004 0.5
手 数 料 6,125 5,952 2.9
財 産 収 入 452 2,028 －77.7
寄 附 金 350 50 600.0
繰 入 金 3,726 6,791 －45.1
繰 越 金 346,737 267,586 29.6
諸 収 入 62,799 76,149 －17.5
地 方 譲 与 税 55,881 54,079 3.3

区 分
平成1 4年度
決算額（千円）

平成13年度
決算額（千円）

前年度
対比 ％

利子割交付金 9,694 37，020 －73.8
地方消費税交付金 49,236 58,104 －15.3
自動車取得税交付金 20,687 24,068 －14.0
地方特例交付金 14,273 15,637 －8.7
地 方 交 付 税 1,895,267 2,043,568 －7.3
交通安全対策特別交付金 933 1,017 －8.3
国 庫 支 出 金 130,443 339,313 －61.6
県 支 出 金 335,959 438,739 －23.4
町 債 426,216 642,720 －33.7
合 計 3,886,172 4,530,225 －14.2

町債
4億2，621万6千円
11％

分担金及び負担金
3，120万2千円 0.8％

使 用 料
6，129万6千円 1.6％

手 数 料 612万5千円 0.2％

財産収入 45万2千円 ０％
寄 附 金 35万円 ０％
繰 入 金 372万6千円 0.1％

1，065万3千円 0.3％

諸収入
6，279万9千円 1.6％

地方譲与税
5，588万1千円 1.4％歳入

38億8，617万2千円

地方特例交付金
1，427万3千円 0.4％

自動車取得税交付金
2，068万7千円 0.5％

地方消費税交付金
4，923万6千円 1.3％

利子割交付金
969万4千円 0.2％

県支出金
3億3，595万9千円
8.6％

国庫支出金
1億3，044万3千円
3.4％

地方交付税
18億9，526万7千円

48.8％

平成14年度 歳入決算額

用
語
チ
ェ
ッ
ク

交通安全対策特別交付金
93万3千円 ０％

依存財源
29億3，858万9千円 75.6％

平
成
十
四
年
度

勝
浦
町
普
通
会
計

歳

入

町税

4億3，489万6千円

11．2％

繰越金
3億4，673万7千円

8.9％

自主財源

9億4，758万3千円 24.4％
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●

繰
入
金

各
種
基
金
の
取
り
崩
し
や
他
会
計
か
ら
繰
り
入

れ
た
お
金

●

自
主
財
源

自
前
で
収
入
で
き
る
お
金
。
町
税
、
分
担
金
負

担
金
、
使
用
料
手
数
料
、
財
産
収
入
、
寄
附
金

な
ど

●

依
存
財
源

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
、
借
り
入
れ
た
お

金
。
地
方
交
付
税
、
国
庫
・
県
支
出
金
、
町
債
、

な
ど

●

総
務
費

町
職
員
の
人
件
費
、
庁
舎
の
管
理
費
、
税
務
費
、

戸
籍
関
係
費
、
選
挙
費
な
ど
に
使
っ
た
お
金

●

公
債
費

町
債
返
済
の
た
め
の
お
金

●

農
林
水
産
業
費

農
業
振
興
費
、
畜
産
費
、
農
地
基
盤
整
備
な
ど

の
農
地
費
、
林
業
費
な
ど
に
使
っ
た
お
金

●

民
生
費

老
人
福
祉
、
医
療
費
、
国
民
年
金
費
、
保
育
所

運
営
費
な
ど
に
使
っ
た
お
金

●

教
育
費

学
校
建
設
費
、
小
中
学
校
、
社
会
教
育
施
設
な

ど
の
運
営
費
に
使
っ
た
お
金

●

衛
生
費

結
核
検
診
事
業
な
ど
の
予
防
費
、
母
子
保
健
事

業
費
、
老
人
保
健
事
業
費
、
清
掃
費
な
ど
に
使
っ

た
お
金

●

土
木
費

町
道
維
持
、
改
良
費
、
町
営
住
宅
の
管
理
運
営

費
な
ど
に
使
っ
た
お
金

●

消
防
費

消
防
団
、
消
防
設
備
の
整
備
に
使
っ
た
お
金

●

議
会
費

議
会
運
営
に
使
っ
た
お
金

●

商
工
費

商
工
業
の
振
興
、
観
光
事
業
に
使
っ
た
お
金

三
十
四
億
九
千
七
百
四
十
万

一
千
円
で
前
年
度
よ
り
六
億
八

千
六
百
八
万
七
千
円
の
減
（
前

年
度
対
比
十
六･

四
％
の
減
）

こ
れ
は
事
業
な
ど
の
完
了
や
縮

小
に
よ
る
土
木
費
、
農
林
水
産

業
費
の
減
に
よ
る
も
の
で
す
。

目
的
別
に
内
容
を
見
て
み
る

と
、
町
債
に
対
す
る
返
還
金
で

あ
る
公
債
費
は
、
八
億
三
千
七

百
六
十
三
万
九
千
円
で
二
十
四･

〇
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
次
に

民
生
費
の
六
億
二
千
二
百
三
十

万
九
千
円
で
十
七･

八
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

区 分
平成14年度
決算額（千円）

平成13年度
決算額（千円）

前年 度 対 比
％

議 会 費 69,023 72,889 －5.3
総 務 費 492,491 569,252 －13.5
民 生 費 622,309 608,315 2.3
衛 生 費 285,500 277,474 2.9
労 働 諸 費 578 2,124 －72.8

農林水産業費 414,689 703,348 －41.0
商 工 費 12,758 10,819 17.9
土 木 費 369,100 762,938 －51.6
消 防 費 64,094 40,708 57.4
教 育 費 247,492 254,145 －2.6
災害復 旧費 81,728 72,623 12.5
公 債 費 837,639 808,853 3.6
合 計 3,497,401 4,183,488 －16.4

民生費
6億2，230万9千円

17.8％

災害復旧費
8，172万8千円 2.3％

教育費
2億4，749万2千円 7.1％

34億9，740万1千円

歳出

公債費
8億3，763万9千円

24％

総務費
4億9，249万1千円

14．1％

農林水産業費
4億1，468万9千円

11.8％

土木費
3億6，910万円

10.5％

議会費
6，902万3千円 ２％

衛生費
2億8，550万円 8.2％

商工費
1，275万8千円

0.4％

歳入

歳出

38億8，617万2千円

34億9，740万1千円

町民１人当
たりに入っ
てきたお金

572，759円

町民１人当
たりに使わ
れたお金

515，461円

１人当たりは平成15年３月31日現在の人口（6,785人）

平成14年度 目的別歳出決算額

消防費
6，409万4千円 1.8％

労働諸費
57万8千円 ０％

歳

出
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人件費の状況（普通会計決算）

区 分 住民基本台帳人口（年度末） 歳 出 額 人 件 費 人件費率

14年度 6,785人（15．3.31） 3,497,401千円 829,941千円 23.7％

職員給与費の状況（普通会計予算）

区 分 職員数
給 与 費 一人当たり

給 与 費給 料 職員手当 期末･勤勉手当 計

15年度 93人 357,647千円 36,537千円 141,326千円 535,510千円 5,758千円

１．職員手当には、退職手当は含まない。 ２．給与費は12月補正後の予算に計上された額です。

一般行政職の給料および職員手当状況 〔平均給料月額・平均年齢〕

区 分 行 政 職 技能労務職

平成15年４月１日現在
平均給料月額（円） 329,744 246,431

平 均 年 齢（歳） 41.53 47.13

区 分 ６月期 12月期 計

期末手当 1.7月 1.6月 3.3月

勝浦町職員の平成15年度の給与等の現状に
ついて、町民の皆さまにお知らせします。

なお、職員の給与制度は国家公務員等の給

与制度を考慮し、町条例によって定められて
います。

区 分 給料・報酬月額

給 料

町 長 763,000円（686,700円）

助 役 611,000円（580,450円）

収入役・教育長 572,000円（554,840円）

報 酬

議 長 273,000円

副議長 234,000円

議 員 195,000円

（ ）内は、平成14年４月分から平成16年３月分ま
での町長（10％）、助役（５％）、収入役・教育長
（３％）の減額後の給料月額

特別職等の給料・報酬の状況

〔扶養手当〕

区 分 支給月額

配偶者 13,500円

配偶者のいない扶養親族１人目の者 11,000円

配偶者が扶養親族でない場合の第１子等 6,500円

扶養親族のうち２人目まで 6,000円

その他の者 5,000円

年度始め満16歳から年度末22歳未満の子 5,000円

〔通勤手当〕

区 分 支 給 月 額

自家用車等
の利用者

２㎞以上６㎞未満 4,200円

６㎞以上10㎞未満 6,000円

10㎞以上14㎞未満 8,400円

14㎞以上18㎞未満 10,900円

18㎞以上22㎞未満 13,400円

22㎞以上26㎞未満 16,000円

26㎞以上 18,600円

〔期末勤勉手当〕

区 分 ６月期 12月期 計

期末手当 1.55月 1.45月 3.0月

勤勉手当 0.7月 0.7月 1.4月

役職段階別加算措置 有

〔初任給〕 平成15年12月１日現在

区 分 行政職 技能労務職

高校卒
勝浦町 138,800 134,400

国の制度 138,800 120,600

大学卒
勝浦町 170,700

国の制度 170,700

〔経験年数別平均給料月額〕

区 分 経験年数10年 経験年数20年 経験年数30年

一般行政職
大学卒 263,400 367,800

高校卒 223,300 370,200 425,500

勝浦町職員の給与等の状況
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〔住居手当〕

区 分 支 払 月 額

借 家
借 間
居住者

月額23,000円以下の家賃等を支払っている職員 家賃の月額から12,000円を控除した額
月額23，000円を超える家賃等を支払っている職員 家賃の月額から23,000円を控除した額の２分の１
（その控除した額の２分の１が、16,000円を超えるときは16，000円）を11,000円に加算した額

自宅居住者 世帯主である職員 3,500円

一般行政職の級別職員数の状況
（一般会計に属する職員数）

平成16年１月１日現在

等 級 職員数 構成比％

８ 11 14.3

７ 22 28.6

６ 13 16.9

５ 3 3.9

４ 4 5.2

３ 14 18.2

２ 9 11.7

１ 1 1.3

計 77 100.0

区 分 職員数および対前年比
主な増減理由

部 門 Ｈ15 対前年比

一般行政

議 会 １
総 務 18 △２ 合併協議会の解散
税 務 ７
農林水産 10
商 工
土 木 ６
民 生 23 △１ 欠員不補充
衛 生 11 △１ 欠員不補充
小 計 76 △４

特別行政 教 育 16 △１ 欠員不補充

公営企業等

病 院 47 １ 医師職員の増
水 道
下水道
その他
小 計 47 １

合 計 139 △４

部門別一般職員数の状況 平成15年４月1日現在

備考 この表は、他の給料表の適用を受けないすべての職員に適用する。

単位 円

職員の
区 分

職務の級 １ 級 2 級 3 級 4 級 ５ 級 ６ 級 ７ 級 ８ 級
号 給 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額

再

任

用

職

員

以

外

の

職

員

１ 184,400 218,200 235,700 256,300 275,600 296,800
２ 134,400 170,700 191,400 226,200 244,600 256,200 284,800 306,800
３ 138,800 177,400 198,600 234,600 253,700 274,200 294,300 316,900
４ 143,300 184,400 205,700 243,500 262,300 283,300 304,100 327,200
５ 148,500 190,200 213,300 252,500 270,800 292,400 313,800 337，600
６ 154,300 195,500 221，100 260,900 279,400 301,600 323,700 348,000
７ 160,200 200,700 229,000 269,300 288,000 310,900 333,600 357,800
８ 166,500 205,800 236,400 277,600 296,400 320,200 343，300 367,300
９ 171,100 210,700 242,800 285,700 304,800 329,500 352,700 376,700
10 174,600 215,100 249,200 293,600 313,100 338,700 361,900 386,000
11 177,600 219,500 255,400 301,300 321,100 348,000 370,900 395,300
12 180,300 223,700 260,900 308,600 328,500 357,200 379,600 404,600
13 182,800 228,000 266,400 315,600 335,900 366,100 388，000 413,200
14 184,800 231,200 271,400 322,400 343,100 374,800 395,000 421,100
15 186,800 234，100 276,500 328,400 348,600 382,300 400,500 426,900
16 188,400 237,200 281,000 334,000 353,300 387,800 405,200 432,500
17 240,100 285,000 337,600 357,300 392,800 409,400 436,300
18 243,000 288,700 340,900 360,600 396,200 412,900 440,000
19 244,800 291,900 344,000 363,400 399,700 416,600 443,900
20 294,200 346,300 366,300 403,100 420,100 447,500
21 296,100 348,500 368,800 406,500 423,600 451,100
22 298,100 350,800 371,300 409,900 427,100
23 300,000 353,000 373,800 413,300
24 302,000 355,200 376,400 416,700
25 303,900 357,600 379,000
26 305,700 359,800 381,600
27 307,600 362,100
28 309,600 364,300
29 311,500
30 313,400
31 315,300
32 317,100

再任用職員 150,100 187,400 215,300 251,700 269,000 292,800 309,700 331,300

行政職給料表
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特
別
表
彰

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

徳

島

県

知

事

表

彰

徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

勝
浦
地
方
分
会
長
表
彰

小
松
島
警
察
署
長
感
謝
状

勝
浦
町
消
防
団
長
表
彰

一
月
十
一
日

、
勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
新
春
を
飾
る
恒
例
の
平
成
十
六
年
勝
浦
町

消
防
出
初
式
が
勇
壮
か
つ
厳
粛
に
開
催
さ
れ
、

永
き
に
わ
た
り
消
防
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
星
谷
橋
下
流
河
川
敷
に
お
い

て
十
分
団
一
斉
の
放
水
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

消
防
の
使
命
で
あ
る
町
民
の
生
命
と
財
産
を

災
害
か
ら
守
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
消
防
活

動
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
十
六
年

消
防
関
係
被
表
彰
者
名
簿

（
敬

称

略
）

本

団

副
団
長

生

家

道

雄

第
三
分
団

団

員

若

英

成

第
三
分
団

分
団
長

山

西

培

夫

第
四
分
団

団

員

尾

崎

宏

本

団

副
団
長

新

居

福

夫

第
二
分
団

団

員

橋

本

修

始

第
二
分
団

団

員

中

岡

由

光

第
五
分
団

団

員

野

上

稔

彦

第
九
分
団

団

員

山

丸

敦

嗣

第
一
分
団

前
団
員

宮

下

充

玄

本

団

副
団
長

生

家

道

雄

第
一
分
団

分
団
長

新

居

正

志

第
九
分
団

団

員

新

居

善

一

第
一
分
団

副
分
団
長

宮

本

武

志

第
二
分
団

班

長

宮

本

孝

史

第
三
分
団

班

長

大

本

義

一

第
四
分
団

団

員

中

野

順

也

第
五
分
団

団

員

加

藤

隆

第
六
分
団

団

員

登

木

美

次

第
七
分
団

団

員

太

田

豊

第
八
分
団

団

員

古

田

富
士
夫

第
九
分
団

班

長

櫻

野

善

久

機

動

隊

隊

長

１月11日

和

夫

第
一
分
団

団

員

森

浩

一

第
二
分
団

団

員

小

谷

泰

広

第
三
分
団

団

員

森

岡

賢

一

第
三
分
団

団

員

山

口

茂

第
四
分
団

団

員

仲

野

司

朗

第
五
分
団

団

員

信

政

泰

史

第
六
分
団

団

員

大
久
保

孝

浩

第
七
分
団

団

員

樋

本

一

市

第
八
分
団

団

員

福

田

守

第
八
分
団

団

員

沖

成

宏

第
九
分
団

団

員

松

本

秀

樹

機

動

隊

副
隊
長

海

川

好

史

消防精神の高揚を図り
災害予防に努めます

功

績

章

精

績

章

精

績

章 （日）



７

勝
浦
町
消
防
団
長
感
謝
状

距 離 一 般 中・高校生 小学生以下
1.5キロ ― ― 500円
３キロ 3,000円 1,000円 500円
５キロ 3,000円 1,000円 500円
10キロ 3,000円 1,000円 500円

①1．5㎞コース

小学２年生以下、小学３・４年生、小学５・６年生

②３㎞コース

小学生以下・中学生以上 男女

③５㎞コース

男性39歳以下・男性40歳以上・男性60歳以上・女性の部

④10㎞コース

男性39歳以下・男性40歳以上・男性60歳以上・女性の部

期 日

平成16年３月14日 午前９時～（雨天決行）

集合場所

勝浦町星谷 勝浦町星谷運動公園

参加資格

各コース完走できる健康な人

参 加 料

申込締め切り日 ２月16日

種 目

※今大会もフルマラソンの部はありません。

※小学生以下の参加も可能ですが伴走は禁止します。

（自力で完走できる方に限ります）

※体調が悪くなればリタイアもかまいません。

※保険料を含みます。

※勝浦郡在住の高校生以下は無料

※小学生以下は父兄が同伴してください。

参加申し込み・問い合わせ先

〒771－4395

勝浦郡勝浦町久国

勝浦町教育委員会内 勝浦川マラソン事務局

08854－２－2515

marason@town.katsuura.tokushima.jp

なお大会当日、コースおよび会場周辺は混雑が予想されま

す。住民の皆さんにはご迷惑をおかけしますが、ご協力をよ

ろしくお願いいたします。

第
一
分
団

前
分
団
長

山

本

成

和

第
一
分
団

前
副
分
団
長

上

野

哲

宗

第
一
分
団

前
団
員

宮

下

充

玄

第
二
分
団

元
分
団
長

山

西

正

芳

第
二
分
団

前
団
員

榊

原

義

昭

第
三
分
団

前
団
員

溝

田

直
人
志

第
三
分
団

前
団
員

桂

木

健

一

第
五
分
団

前
団
員

中

田

知

秀

第
五
分
団

前
団
員

島

孝

文

第
五
分
団

前
団
員

羽

瀬

光

明

第
六
分
団

元
分
団
長

瀧

口

隆

佳

第
六
分
団

元
班
長

田

中

洋

第
七
分
団

元
分
団
長

岩

本

光

博

第
七
分
団

元
分
団
長

吉

本

裕

記

第
七
分
団

前
班
長

日

浦

裕

富

第
七
分
団

前
団
員

石

塚

栄

志

第
八
分
団

前
団
員

小

松

伸

次

第
九
分
団

前
団
員

松

鷹

秀

明

機

動

隊

前
隊
長

河

野

稔

彦

平
成
十
六
年
勝
浦
町
消
防
団
入
団
者

第
一
分
団

団

員

海

川

信

明

団

員

平

尾

雅

宏

団

員

澤

野

恵
太
郎

第
二
分
団

団

員

森

上

雄

三

団

員

中

原

浩

貴

第
三
分
団

団

員

新

田

慎

也

団

員

井

上

純

第
五
分
団

団

員

橋

谷

伸

一

団

員

久

保

知

之

団

員

三

好

哲

也

第
六
分
団

団

員

安

東

英

樹

団

員

前

田

浩

史

第
七
分
団

団

員

尾

花

寛

之

団

員

廣

田

大

輔

団

員

谷

端

圭

輔

団

員

早

川

公

紹

第
八
分
団

団

員

北

谷

誠

司

第
九
分
団

団

員

尾

下

裕

規

機

動

隊

隊

員

大

上

誉

司

早春の日差しを体に浴びて、勝浦川のせせらぎを

聞きながら楽しい健康体力づくりをしてみませんか。

第 24 回

勝浦川マラソン大会

（月）

（日）



８

新
春
を
迎
え
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド

ラ
マ
で
は
「
新
撰
組
」
が
始
ま
り
、

若
い
キ
ャ
ス
ト
で
斬
新
な
感
が
あ
り

ま
す
が
、
時
代
背
景
は
動
乱
期
、
明

治
維
新
を
間
近
に
控
え
た
、
非
常
に

厳
し
い
時
で
あ
り
ま
す
。

今
、
市
町
村
に
お
い
て
も
行
財
政

改
革
、
合
併
論
議
の
高
ま
り
な
ど
、

ま
さ
に
大
変
革
期
を
迎
え
て
お
り
ま

す
。
町
で
は
十
五
年
度
事
業
と
し
て

「
元
気
あ
る
地
域
を
再
生
・
活
性
化

す
る
」
た
め
の
県
単
む
ら
づ
く
り
維

新
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
八
人
の
委
員
に
よ
り
推

進
協
議
会
を
設
け
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
事
業
の
拠
点
で
あ
る
「
ふ
れ

あ
い
の
里
さ
か
も
と
」
を
中
心
と
し

た
取
り
組
み
や
、
各
集
落
で
芽
生
え

つ
つ
あ
る
、
歴
史
や
文
化
の
再
発
見

の
動
き
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
新
た

な
交
流
の
輪
を
広
げ
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
シ
リ
ー
ズ
第
二
弾
と
し

て
、
年
明
け
早
々
の
一
月
十
一
日
に

開
か
れ
た
第
二
回
推
進
協
議
会
の
議

論
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

町
内
の
交
流
は
、
拠
点
と
し
て

「
ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と
」、
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
阿
波
勝
浦
井
戸
端
塾
」
の

活
動
、「
よ
っ
て
ネ
市
」
の
集
客
が

主
な
も
の
で
す
が
、
ま
ず
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
報
告
と
、
交
流
か
ら
も
た
ら

さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
、
ま
た
地

域
づ
く
り
と
交
流
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

海
川
：
い
ろ
い
ろ
と
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
が
、

先
行
き
の
見

通
し
だ
と
か
、

経
営
に
関
す

る
勉
強
不
足
も
あ
り
ま
す
し
、

い
ろ
ん
な
素
晴
ら
し
い
意
見
を

も
ら
っ
て
も
、
な
か
な
か
実
行

に
移
せ
な
い
の
が
、
現
状
で
あ

り
ま
す
が
、
「
自
立
を
目
指
し

て
が
ん
ば
ん
り
ょ
う
け
ん
」
と

言
う
て
、
大
き
な
表
彰
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
活
動
と
し
て
は

い
ろ
い
ろ
な
体
験
事
業
の
ほ
か

オ
ー
ナ
ー
制
度
を
取
り
入
れ
、

昨
年
の
秋
に
は
ふ
る
さ
と
会
の

皆
さ
ん
と
、
県
内
の
オ
ー
ナ
ー

さ
ん
と
も
合
流
し
て
、
七
十
人

余
り
で
み
か
ん
採
り
を
し
て
、

初
め
て
の
取
り
組
み
で
し
た
が

非
常
に
思
い
出
深
い
一
日
で
は
な

か
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
と
、
や
す
ら
ぎ
の
森
で

紅
葉
の
植
樹
を
し
ま
し
た
。
県

内
全
域
か
ら
い
ろ
ん
な
団
体
の

方
が
来
て
く
れ
て
、
成
長
し
て

紅
葉
狩
り
が
楽
し
め
る
の
を
期

待
し
な
が
ら
、
育
て
て
生
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
、
坂
本
区
を
あ
げ
て

皆
に
協
力
を
呼
び
か
け
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
地
域
づ
く
り
は

地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
、
成
功
し

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
す
ご
く

感
謝
し
て
い
ま
す
。

殿
川
：
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
は
、
勝

浦
に
元
気
を

も
た
ら
そ
う

と
、
役
場
の

若
い
し
が
中

心
に
な
っ
て
始
め
た
ん
で
す
が

同
じ
よ
う
な
目
的
を
も
つ
我
々

が
引
き
継
ぎ
、
今
年
で
十
六
回

目
に
な
り
、
大
体
三
万
五
千
人

ぐ
ら
い
来
て
く
れ
ま
す
。
勝
浦

町
の
人
口
が
七
千
人
を
切
っ
て

い
ま
す
か
ら
、
五
倍
も
の
人
で

す
ね
。
昨
年
か
ら
さ
か
も
と
に

奥
座
敷
も
し
て
い
た
だ
い
て
、

両
方
が
繁
盛
し
て
い
る
と
い
う

格
好
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て

来
て
い
た
だ
い
た
お
客
さ
ん
に

は
、
よ
っ
て
ネ
市
へ
寄
っ
て
い

た
だ
く
。
こ
の
よ
う
に
人
が
集

ま
る
。
人
が
情
報
を
も
っ
て
く

る
。
物
を
買
う
。
経
済
を
起
こ

す
。
交
流
っ
て
言
う
ん
は
、
こ

う
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

末
広
：
今
年
で
八
年
に
な
り
ま
す
。

設
立
は
、
殿
川
先
生
と
同
じ
で

勝
浦
町
を
え
え
と
こ
ろ
に
す
る

の
に
、
Ｊ
Ａ
と
し
て
ど
ん
な
も

の
が
で
き
る

か
と
言
う
こ

と
で
、
直
売

所
を
始
め
た

わ
け
で
す
。
一
億
円
突
破
と
い

う
こ
と
で
、
驚
い
て
い
ま
す
。

バ
ー
コ
ー
ド
方
式
を
取
り
入
れ

た
り
、
会
員
の
研
修
会
、
交
流

会
、
お
客
様
へ
の
感
謝
の
日
、
大

売
出
し
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
前
も
日
和
佐
の
お
客
さ

ん
で
し
た
が
、「
遠
方
か
ら
よ
う

来
て
く
れ
る
な
ぁ
」と
、い
ろ
い

ろ
聞
い
て
み
よ
っ
た
ら
、
み
か

ん
と
野
菜
の
品
ぞ
ろ
え
が
多
い
、

そ
れ
と
加
工
品
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
た
く
あ
ん
の
古
漬
け
が

い
い
と
、
定
期
的
に
買
い
に
来

る
お
客
さ
ん
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
大
勢
の
方
が
寄
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
元
気

が
つ
け
れ
た
ら
い
い
な
ぁ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
し
、
勉
強
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

シリーズまちづくり
その②まちづくり談議

光流の町を目指した地域づくり



９

田
村
：
よ
っ
て
ネ
市
に
は
ト
イ
レ

が
あ
り
ま
す

よ
ね
。
も
う

ち
ょ
っ
と
Ｐ

Ｒ
の
一
つ
の

材
料
に
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
も
っ
た
い
な
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
と
い
う
気
が
す
る
ん
で

す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

末
広
：
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
、
お

四
国
さ
ん
の
観
光
バ
ス
と
の
絡

み
な
ど
で
、
よ
く
指
摘
が
あ
り

ま
す
。

海
川
：
よ
っ
て
ネ
市
は
お
客
さ
ん

と
の
信
頼
関
係
で
伸
び
て
き
た

と
思
う
ん
や
け
ん
ど
、
そ
れ
は

ど
う
い
う
ふ
う
に
し
て
保
た
れ

と
ん
か
い
な
。

末
広
：
今
の
売
り
子
さ
ん
の
メ
ン

バ
ー
が
皆
す
ば
ら
し
い
ん
で
す

よ
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
つ
な

が
り
も
増
え
て
き
た
の
か
な
思

い
ま
す
。
そ
れ
と
、
会
員
さ
ん

の
当
番
制
を
し
て
、
対
面
販
売

を
し
て
い
る
。
そ
れ
で
、
会
員

さ
ん
も
現
場
の
学
習
が
で
き
て
品

ぞ
ろ
え
が
と
て
も
増
え
て
き
た
。

天
野
：
い
つ
も
す
ご
い
な
ー
と
思

い
ま
す
。
で
も
、
各
農
家
の
人

が
持
ち
寄
り
と
な
る
と
、
売
値

の
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
て
も
お
か

し
く
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
…
…

そ
れ
が
今
日
見
て
み
た
ら
、
皆

横
一
線
で
ど
ー
か
な
…
…
と
。

素
人
さ
ん
が
や
っ
て
る
時
と
、

プ
ロ
に
な
っ
て
く
る
と
難
し
さ

が
出
て
き
て
い
る
時
で
は
な
い

か
。
初
心
に
戻
っ
て
考
え
ら
れ

て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。

そ
れ
と
、
普
段
使
わ
な
い
食

材
に
は
、
簡
単
な
料
理
法
の
コ

ピ
ー
な
ん
か
、
欲
し
い
人
に
渡

し
て
く
れ
は
っ
た
ら
い
い
か
な
。

そ
う
い
う
の
も
、
安
い
高
い
言

う
よ
り
も
あ
る
意
味
で
の
サ
ー

ビ
ス
か
と
思
う
。

高
木
：
消
費
者
は
、
新
鮮
で
安
心
、

そ
し
て
安
い

も
の
を
求
め

て
ま
す
も
の

ね
。

森
本
：
地
産
地
消
っ
て
い
う
意
味

も
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
軽
食
程

度
の
、
み
か
ん
を
ジ
ュ
ー
サ
ー

に
か
け
る
だ
け
で
も
い
い
と
思

う
ん
で
す
が
、
そ
う
い
う
場
所

が
必
要
と
思
い
ま
す
が
。

田
村
：
我
々
近
畿
ふ
る
さ
と
会
は
、

交
流
を
メ
イ
ン
に
や
っ
て
き
ま

し
た
。
昨
年
も
二
回
、
会
員
以

外
に
も
呼
び
か
け
て
、
「
ふ
れ

あ
い
の
里
さ
か
も
と
」
に
や
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
人
た
ち
か

ら
も
「
第
二
の
ふ
る
さ
と
と
思
っ

て
、
楽
し
み
に
毎
年
参
加
し
て

い
ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
、
人

と
人
の
ふ
れ
あ
い
、
そ
こ
を
強

調
し
て
い
っ
た
形
で
い
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
。
温
泉
が
で
る
よ
り

も
っ
と
い
い
強
い
一
つ
の
素
材

に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

森
本
：
ち
ょ
っ
と
殺
風
景
な
の
で
、

み
か
ん
の
資

料
パ
ネ
ル
な

ど
も
展
示
し

た
ら
面
白
い

ん
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

米
田
：
今
、
し
っ
か
り
五
、
七
、

十
年
ぐ
ら
い
で
、
ビ
ジ
ョ
ン
を

き
ち
っ
と
立
て
て
や
っ
て
い
く

と
い
う
、
運
営
学
習
会
を
し
っ

か
り
や
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
右
肩
上
が
り
に
は
必
ず

し
も
行
か
な
い
と
思
い
ま
す
が

も
う
一
歩
、
企
画
力
と
か
、
先

見
力
が
い
る
と
思
い
ま
す
。

天
野
：
僕
ら
か
ら
言
わ
し
た
ら
、

素
人
の
人
が

努
力
し
て
や
っ

て
き
た
。
本

当
に
も
の
す

ご
い
こ
と
や
と
思
う
。
今
後
、

ど
う
い
う
ポ
リ
シ
ー
で
や
っ
て

い
く
の
か
。
こ
れ
が
一
番
大
切

や
と
思
う
ん
で
す
よ
。

米
田
：
し
て
み
て
あ
か
な
ん
だ
ら
、

あ
か
ん
と
言
う
事
が
わ
か
る
。

こ
う
い
う
と
こ
ろ
は
そ
れ
が
大

事
。
「
あ
か
ん
ぞ
」
と
い
う
意

見
は
あ
か
ん
。「
せ
ん
か
」
と

い
う
意
見
は
で
き
る
だ
け
し
て

や
る
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
は
、

知
恵
の
出
し
合
い
で
す
か
ら
、

知
恵
が
出
て
き
た
と
き
、
つ
ぶ

さ
な
い
こ
と
が
大
事
。

米
田
：
こ
れ
か
ら
は
、
一
つ
ひ
と

つ
の
小
さ
な

集
落
を
ど
う

維
持
管
理
す

る
か
と
い
う

施
策
が
な
い
と
、
あ
か
ん
と
思

う
ん
で
す
よ
。
す
て
き
な
住
ん

で
い
け
る
楽
し
い
価
値
観
を
見

い
だ
せ
る
、
ス
モ
ー
ル
タ
ウ
ン

を
ど
う
作
る
か
と
い
う
こ
と
に

町
づ
く
り
の
手
法
を
変
え
て
い

か
な
あ
か
ん
。
地
域
づ
く
り
支

援
事
業
は
、
そ
う
い
う
も
の
の

予
行
演
習
で
も
あ
る
。
十
五
年

前
の
町
づ
く
り
は
、
イ
ベ
ン
ト

が
町
づ
く
り
で
あ
っ
た
ん
だ
け

れ
ど
も
、
そ
れ
で
は
、
二
十
一

世
紀
型
の
町
づ
く
り
は
、
知
恵

が
と
て
も
足
り
な
い
の
で
は
な

い
か
。
新
し
い
二
十
一
世
紀
型

の
町
づ
く
り
の
学
習
が
、
地
域

リ
ー
ダ
ー
に
は
い
る
と
思
う
。

米 田 博 （とくしま県民活動プラザ運営委員会副委員長）

天 野 臣 明 （大阪ツーリスト㈱）

田 村 功 （近畿かつうらふるさと会）

高 木 弘 子 （元徳島県教育委員長）

森 本 友 章 （坂本区長）

殿 川 武 男 （ＮＰＯ法人阿波勝浦井戸端塾）

末 広 和 彦 （よってネ市）

海 川 喜 男 （ふれあいの里さかもと）

よ
っ
て
ネ
市

ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と

地
域
づ
く
り
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TOKUSHIMA EKIDEN TAIKAI

第50回記念徳島駅伝大会

永 年 表 彰

記念大会特別表彰

新春の阿波路を爽やかに駆け抜ける恒例の徳島駅

伝が、１月４日から６日にかけて例年にない好天に

恵まれ、記念大会にふさわしい数々の名場面をつく

りながら県内一円において開催されました。

総合成績は昨年と同じ12位であり順位をあげるこ

とはできませんでしたが、各選手は郡民の期待を胸

に懸命の走りを見せました。

今回は記念大会ということで５年ぶりに勝浦コー

スが採用されました。

初の中継所採用となった横瀬の農村環境改善セン

ター前では、町民の皆さんによりぜんざい等が大会

関係者へもてなされました。また、勝浦町中央商店

街では、商店主の皆さんにより手作りされた全長300

ｍ、幅80㎝の選手応援の大きな横断幕が掲げられる

など、勝浦町は５年ぶりの徳島駅伝通過に沸きまし

た。

こうした町挙げての盛り上がりに地元区間でのス

タートを任された山平和也選手（横瀬）が応え、ス

タート直後に先頭にたつと、途中、後続に追いつか

れたものの終盤に粘りを見せ再び先頭に立ち、２位

に５秒差をつけて、見事区間賞を獲得しました。

中角の徳島新聞生比奈専売所前では山平和也選手

（横瀬）から駒津普司選手（掛谷）へ県内14郡市チー

ムのトップでタスキリレーが行われ、沿道の興奮は

最高潮に達しました。

今大会に際しましてご尽力くださいました後援会

の皆さんをはじめ、各中継所でのご協力、また沿道

各所でご声援くださいました町民の皆さんに厚くお

礼を申し上げます。

今大会において大会長から町内の次の選手役員が

表彰を受けました。 （敬称略 順不同）

柿 原 昌 典 藤 木 浩 史

石 木 正 一 木 原 毅

谷 寛 樹 石 田 早 人

松 下 義 和 石 木 正 昭

また、郡陸協後援会長から町内の次の各選手に各

賞が贈られました。 （敬称略 順不同）

藤 木 浩 史

山 平 和 也 駒 津 普 司

押 栗 佑 香

中 村 真 弓 宮 田 蘭

最優秀選手

優 秀 選 手

新 人 賞

永年功労者

20年出場競技者

山平和也選手 勝浦コースで区間賞獲得!!



11

20歳は
国民年金に加入する年齢です
20歳になると学生でも国民年金への加入が義務付け

られています。
しかし、学生は一般的には収入が少なく、経済的負

担を考慮した「学生納付特例制度」が設けられています。
この制度は「特例制度の申請をし、承認されると、

20歳以上の学生については、国民年金の保険料納付が
卒業まで猶予される」というものです。

年度当初の４月に申請を!
この特例制度は、毎年度申請が必要です。既に申請

されたことがある学生は、４月に在学証明書をご持参
のうえ、役場窓口で申請してください。

ご注意ください
ご注意いただきたいのは、学生納付特例を受けた期

間は、老齢基礎年金を受給するための資格期間には含
まれますが、受け取る年金額の計算には算入されませ
ん。10年以内であれば追納することができます。

万一のときに備えて
学生納付特例を受けている人は、在学中事故や病気

で障害が残ってしまった場合、障害基礎年金を受給す
ることができますが、特例制度の申請をせず、保険料
を未納にした場合は、障害基礎年金を受給することが
できません。
万一のときのためにも必ず申請しましょう。

問い合わせ先 勝浦町住民課 ２－1501 徳島南社会保険事務所 088-652-3111

国
民
年
金
だ
よ
り

学生納付特例制度
―申請をお忘れなく! ―

明
治
三
十
六
年
生
ま
れ
の
寺

谷
菊
ヱ
さ
ん
と
坂
口
キ
ク
ヱ
さ

ん
の
お
二
人
が
百
歳
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
、
お
二
人
の
誕
生

日
に
は
、
県
知
事
代
理
と
し
て

廣
野
中
央
福
祉
事
務
所
長
と
川

口
町
長
ら
が
自
宅
を
訪
問
し
、

長
寿
の
祝
い
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

お
二
人
の
、
凛
と
し
た
表
情

と
着
物
姿
は
百
歳
の
年
齢
を
感

じ
さ
せ
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
お
元
気

で

明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
を
経
て

百
歳
到
達

寺

谷

菊

ヱ
さ
ん
（
横
瀬
）

坂

口

キ
ク
ヱ
さ
ん
（
星
谷
）
が
百
歳

写
真
左

寺
谷
菊
ヱ
さ
ん

坂口キクヱ さん

12月４日、勝浦を考える会（岸上イマノ会長と会員18人）

は、本年度の環境美化優良実践団体として 食品容器環境美

化協会（東京）から表彰を受けました｡

勝浦を考える会は、平成２年度から実施した空き缶の分別

収集の活動を全町的な活動へと広げました｡ 更に、古紙の回

収のリサイクル活動、ビンの分別回収、フリーマーケット（不要品市）の開催

など、さまざまな廃棄物の再資源化や花いっぱい運動などの環境美化活動を展

開してきました。そして、その功績が認められ、今回の受賞となりました｡

今後とも勝浦町が美しい町であり続けるよう、引き続き町内の環境美化活動

にご協力をお願いします｡

今回の受賞、心からお喜び申し上げます｡

(社)
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福
祉
大
賞
、
特
別
賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
を
発
表
し
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

小
学
校
一
年

ふ
く
と
く

ゆ
か

中
学
校
二
年

小

西

結

貴

高
校
一
年

松

村

香

菜

一

般泉

原

久

恵

小
学
校
一
年
の
部

阿
波
銀
行
勝
浦
支
店
長
賞

み
ぞ
田

き
ず
な

小
学
校
二
年
の
部

徳
島
銀
行
勝
浦
支
店
長
賞

中

尾

あ

い

小
学
校
三
年
の
部

東
と
く
し
ま
農
協
勝
浦
支
所
長
賞

広

瀬

柚

小
学
校
四
年
の
部

勝
浦
郵
便
局
長
賞

山

丸

響

香

小
学
校
五
年
の
部

勝
浦
町
子
ど
も
会

連
合
会
長
賞

戸

田

翔

太

小
学
校
六
年
の
部

勝
浦
町
小
学
校
校
長
会

会
長
賞宮

本

龍

也

中
学
校
一
年
の
部

阿
波
勝
浦
井
戸
端
塾

理
事
長
賞

瀧

口

幸

恵

中
学
校
二
年
の
部

勝
浦
町
社
会
活
動

青
少
年
育
成
会
会
長
賞

細

谷

朋

未

中
学
校
三
年
の
部

勝
浦
郡
中
学
校
校
長
会

会
長
賞岡

本

理

奈

高
校
一
年
の
部

勝
浦
町
教
育
長
賞

岡

真
奈
美

高
校
二
年
の
部

勝
浦
会
館
長
賞

美

馬

宏

美

高
校
三
年
の
部

田
中
文
林
堂
賞

上

田

佳

奈

一
般
の
部

勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
賞森

野

春

代

大
宮
八
幡
神
社
賞

一

般倉

橋

君

子

他

優
秀
賞

六
一
人

入

選

八
二
人

福
祉
大
賞

特

別

賞

第
一
回
と
く
し
ま
文
学
賞

町
内
か
ら
多
数
受
賞

「
第
一
回
と
く
し
ま
文
学
賞
」
俳
句
部
門
で

豊
田
明
さ
ん
（
中
角
）
が
、
ま
た
川
柳
部
門
で

丸
山
良
章
さ
ん
（
生
名
）
が
そ
れ
ぞ
れ
優
秀
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

受
賞
作
品

朝
市
の
に
ぎ
わ
い
覗
く
秋
遍
路

豊
田

明

わ
ら
べ
歌
心
に
遠
い
人
が
住
む

丸
山
良
章

ま
た
、
そ
の
ほ
か
に
俳
句
部
門
か
ら
田
中
久

子
さ
ん
（
棚
野
）・
豊
田
明
さ
ん
、
短
歌
部
門

か
ら
川
田
タ
マ
ヱ
さ
ん
（
生
名
）・
田
中
久
子

さ
ん
、
川
柳
部
門
か
ら
田
中
思
葦
さ
ん
（
棚
野
）

・
中
田
万
里
さ
ん
（
三
溪
）
が
佳
作
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

勝浦キッズミニバスケットボールクラブ

第９回阿波銀行ミニバスケットボール大会

第35回全国ミニバスケットボール大会県予選会

第９回阿波銀行大会が、昨年12月６日から鳴門県

民体育館ほかで、第35回全国大会県予選会が１月11

日から北島北公園総合体育館ほかで行われました。

勝浦キッズは、阿波銀行大会で古豪石井や八万南

を下しての３位。６年生最後となる全国大会県予選

会でも順調に勝ち上がり、準決勝で予選会優勝のＴ

Ｊジュニアに敗れはしましたが３位に入賞しました。

これからも活躍を期待しています。

３位入賞!!

machikado sanpomichi

第
八
回
新
春
夢
く
ら
べ
書
道
展

成

績

発

表
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上
映
す
る
映
画

「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
２

（
ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
の
秘
密
）」

日

時

平
成
十
六
年
三
月
六
日

一
回
目

午
後
一
時
～

二
回
目

午
後
三
時
～

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

入
場
料

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
教
育
委
員
会

二
―
二
五
一
五

日

時

平
成
十
六
年
三
月
六
日

開
場

午
後
五
時
三
十
分

開
演

午
後
六
時
～

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

主

催

勝
浦
町
教
育
委
員
会

勝
浦
町
文
化
協
会

※
先
着
一
〇
〇
名
の
方
に
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
教
育
委
員
会

二
―
二
五
一
五

あ
な
た
は
、
迷
信
や
間
違
っ
た
言
い
伝
え

等
で
人
を
評
価
し
た
り
、
差
別
を
し
て
い

ま
せ
ん
か
？

大
槻
教
授
が
数
々
の
迷
信
や
言
い
伝
え
に

鋭
い
科
学
の
目
で
迫
り
ま
す
。

「
た
け
し
の
Ｔ
Ｖ
タ
ッ
ク
ル
」
「
奇
跡

体
験

ア
ン
ビ
リ
ー
バ
ボ
ー
」
等
の
テ
レ

ビ
や
「
火
の
玉
（
ひ
と
だ
ま
）」
で
お
な

じ
み
の
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授

大
槻
義

彦
氏
を
お
招
き
し
、
「
オ
カ
ル
ト
よ
り
面

白
い
科
学
の
不
思
議
」
と
題
し
て
、
次
の

と
お
り
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

超
常
現
象
や
オ
カ
ル
ト
を
科
学
的
に
解

明
す
る
な
ど
、
き
っ
と
楽
し
い
お
は
な
し

が
期
待
で
き
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
多
数

の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日

時

平
成
十
六
年
二
月
十
四
日

開
場

正
午

開
演

午
後
一
時
～

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

入
場
料

無

料
（
先
着
三
百
五
十
名
の

方
に
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

主

催

勝
浦
郡
人
権
啓
発
推
進
協
議
会

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
教
育
委
員
会

二
―
二
五
一
五

申
込
先

勝
浦
町
住
民
課

申
込
受
付
期
間

二
月
十
日

～
三
月
三
十
一
日

申
込
書

別
紙
折
り
込
み
チ
ラ
シ

加
入
申
込
書
を
切
り
取
り
、
加
入
者
氏

名
等
を
記
入
し
押
印
の
う
え
、
保
険
料
を

添
え
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

保
険
期
間

平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
一
年
間

保
険
料

一
口
四
百
八
十
円

（
一
人
二
口
ま
で
加
入
可
）

そ
の
他

平
成
十
六
年
四
月
一
日
現
在
保
育
所
入

所
予
定
の
乳
幼
児
お
よ
び
小
・
中
学
生
に

つ
い
て
は
、
町
が
一
口
分
の
み
半
額
負
担

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

トトアア ララ カカ ルル報報情情

第
十
九
回

勝
浦
町
芸
能
大
会

子
ど
も
映
画
ま
つ
り

大
槻
教
授
講
演
の
ご
案
内

知っておこう

廃車・名義変更は
３月31日までに!

原付自転車や自動二輪、軽自動車な
どにかかる軽自動車税は毎年４月１日
現在の所有者に課税されます。
廃車や名義変更の届出をしていない

人、また住所を変更された人は、３月
31日までに次の窓口で確実に手続きを
行ってください。
・原動機付自転車（125cc以下のバイク）
・小型特殊自動車
勝浦町税務課 ２―1503

・二輪の小型自動車
（125cc以上のオートバイ）
四国運輸局徳島運輸支局
088―641―4812

・軽自動車
徳島県軽自動車協会
088―641―2010

また、小型特殊自動車（農耕作業用
トラクター、フォークリフト等）も公
道を走る場合には、軽自動車税の対象
となりますので登録が必要です。ナン
バープレートがなければ公道を走るこ
とはできませんので、ご注意ください。
問い合わせ先 勝浦町税務課

２―1503

町
民
交
通
傷
害
保
険

イ
ベ
ン
ト
・
催
し
物

募

集
（火）

（木）

（土） （土）

（土）
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勝
浦
の
道
筋
に
ピ
ン
ク
の
花
が
パ
ッ
と

咲
き
乱
れ
た
よ
う
に
、
「
ひ
な
祭
り
」
の

旗
が
立
ち
並
び
ま
し
た
。

す
っ
か
り
町
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ

た
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
も
、
今
年
で
十
六
回

を
迎
え
ま
す
。

ひ
な
人
形
を
通
じ
た
交
流
は
、
全
国
に

広
が
り
、
千
葉
県
の
勝
浦
市
「
ビ
ッ
グ
ひ

な
祭
り
」。
愛
知
県
の
足
助
町
「
中
馬
の

お
ひ
な
様
」
。
香
川
県
の
仁
尾
町
「
八
朔

人
形
ま
つ
り
」
に
お
い
て
、
勝
浦
か
ら
お

贈
り
し
た
ひ
な
人
形
が
、
人
々
に
感
動
を

与
え
、
大
切
に
飾
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
「
人
形
の
保
存
里
親
制
度
」
で

は
、
全
国
各
地
・
世
界
各
国
に
千
体
以
上

の
お
ひ
な
様
が
嫁
入
り
し
、
全
国
交
流
、

国
際
交
流
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
豪
華
絢け

ん

爛ら
ん

の
ひ
な
人
形

を
、
日
本
の
文
化
と
し
て
大
切
に
守
り
な

が
ら
、
「
町
民
み
ん
な
の
イ
ベ
ン
ト
・
宝

も
の
」
と
し
て
、
発
展
さ
せ
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ひ
な
祭
り
は
、
二
月
一
日
か
ら
準
備
を

始
め
ま
す
が
、
開
宴
ま
で
に
二
十
日
間
。

片
付
け
に
三
月
八
日
か
ら
七
日
間
か
か
り

実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
は
対
応

で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
二
月
十
三
日
か
ら
三
日
間
、
一

般
か
ら
の
人
形
を
受
付
、
二
月
二
十
一
日

ま
で
に
一
万
五
千
体
以
上
の
人
形
の
飾
り

つ
け
は
、
大
変
で
す
。

今
年
も
、
町
内
外
の
方
々
に
協
力
を
呼

び
か
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
老
若
男
女
を

問
わ
ず
、
多
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

ひ
な
祭
り
の
メ
イ
ン
・
イ
ベ
ン
ト
は
、

な
ん
と
言
っ
て
も
ひ
な
行
列
。

今
年
は
、
二
月
二
十
九
日
の
日
曜
日
に

勝
浦
中
央
商
店
街
を
中
心
に
行
列
を
行
い

ま
す
。

毎
年
、
そ
の
時
代
を
ふ
う
び
し
た
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
も
登
場
し
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
の
雨

あ
ら
れ
。
自
由
参
加
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
思

い
出
と
し
て
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

全
員
に
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。

稚
児
行
列
は
、
衣
装
代
が
必
要
で
す
。

ひ
な
祭
り
期
間
中
、「
ふ
れ
あ
い
の
里

さ
か
も
と
」(

体
育
館)

で
は
ユ
ニ
ー
ク

で
楽
し
い
お
ひ
な
様
の
創
作
飾
り
が
皆
さ

ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

会
場
で
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
お
ひ
な
様

に
ち
な
ん
だ
体
験
講
座
も
あ
り
ま
す
。

「
山
の
音
楽
隊
」
コ
ン
サ
ー
ト

開
催
日
時

二
月
二
十
二
日

①
午
前
十
一
時
～

②
午
後
一
時
～

入
場
無
料

絵
手
紙
講
座

開
催
日
時

二
月
二
十
九
日

午
前
十
時
～
正
午

参
加
料

(

八
百
円
程
度)

和
紙
ち
ぎ
り
絵
講
座

開
催
日
時

三
月
七
日

午
前
十
時
～
正
午

参
加
料

(

千
円)

問
い
合
わ
せ
先

ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と

四
―
二
一
一
〇

ひ

な

交

流

・

世

界

に

発

信

二
月
二
十
二
日
開
宴

あ
な
た
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
を

ま
っ
て
い
ま
す
よ
～

ひ
な
行
列
・
稚
児
行
列
に
参
加
を

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
自
由
参
加

お
ひ
な
様
の
奥
座
敷
も
開
催

ごみの出し方を
守ってください

① 町指定のごみ袋以外の袋
② ごみ袋の中身が分別できてない袋

（空き缶、ビン等が混ざっていると焼却
することやリサイクルができないため処
理に困ります。）

③ 粗大ごみ

これらのごみ収集はできません。ごみフェ
ンス周辺の住民の方や各地区の役員さん等が
大変迷惑を受けています。一部のルールを守
らない方のためにごみフェンス周辺が不衛生
になります。ルールを守って正しくごみを出
し美しい町にしましょう。

問い合わせ先
勝浦町役場住民課 ２－1501
クリーンセンター ２－4649

最近ごみフェンスへのごみの出し方

を間違っている方、マナーの悪い方が

増えています。

ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り

（日）（日）

（日）
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住
民
税
・
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
自

ら
の
正
し
い
記
帳
に
基
づ
い
て
一
年
間
の

所
得
を
計
算
し
適
正
な
申
告
と
納
税
を
し

て
い
た
だ
く
「
申
告
納
税
制
度
」
を
採
っ

て
い
ま
す
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
期

限
ま
で
に
申
告
を
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ

た
申
告
を
し
た
り
す
る
と
、
本
税
の
ほ
か

に
加
算
税
や
延
滞
税
が
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
期
限
内
に
正
し
く
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

一

一
般
の
人
の
場
合

平
成
十
五
年
中
に
事
業
所
得
（
農

業
・
商
業
等
）
、
不
動
産
所
得
、
雑

所
得
（
年
金
等
）、
お
よ
び
譲
渡
所

得
（
土
地
等
を
売
っ
た
場
合
）
な
ど

の
所
得
が
あ
る
人

二

給
与
所
得
者
の
場
合

給
与
所
得
者
の
内
、
年
末
調
整
を
行
っ

た
人
は
、
そ
の
年
の
納
税
が
完
了
し

て
い
ま
す
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は

申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が

次
の
よ
う
な
人
は
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

〇
給
与
の
収
入
金
額
が
二
千
万
を
超
え
る

人
〇
給
与
を
二
ヵ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る

人
〇
給
与
以
外
の
所
得
が
あ
る
人

な
お
、
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
給
与

所
得
者
で
も
、
次
の
よ
う
な
と
き
に
源
泉

徴
収
税
額
が
あ
る
と
、
申
告
に
よ
り
還
付

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
本
人
や
家
族
の
医
療
費
を
十
万
円
を
超

え
て
支
払
っ
た
と
き

・
住
宅
ロ
ー
ン
に
よ
り
住
宅
を
新
築
・
購

入
し
た
と
き

・
年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職
し
な
か
っ

た
た
め
に
年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た

と
き

い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
一
定
の
要
件
や

決
め
ら
れ
た
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

三

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る

場
合

所
得
が
な
い
方
で
も
申
告
が
必
要
で
す
。

申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
と
、
保
険
税
の
減

額
に
該
当
し
て
も
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一

税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
申
告
書
を

お
持
ち
の
方
は
、
そ
の
「
申
告
書
」

二

給
与
所
得
の
あ
る
方
は
「
給
与
支
払

報
告
書
」

三

医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方
は

「
医
療
費
の
領
収
書
お
よ
び
保
険
等

で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
の
明
細
書
」

四

生
命
保
険
・
損
害
保
険
料
の
証
明
書

五

そ
の
他
「
印
鑑
」「
会
計
帳
簿
」「
収

支
の
わ
か
る
書
類
」

日
程
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

知
っ
て
お
こ
う

確
定
申
告

住
民
税
・
所
得
税
の

確
定
申
告
は
正
し
く
期
限
内
に

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

問
い
合
わ
せ
先

徳
島
税
務
署

〇
八
八
―
六
二
二
―
四
一
三
一

勝
浦
町
税
務
課

二
―
一
五
〇
三

月 日 対象地区 会 場

２月16日 坂 本 坂本集会所
17日 坂 本 〃

18日 与 川 内 勝浦町農村環境改善センター
19日 横 瀬 〃

20日 横 瀬 〃
23日 中 山 中山集会所

24日 棚野・立川 勝浦町役場（第１・２会議室）
26日 久 国 〃

27日 生 名 〃
３月１日 星 谷 星谷集会所

２日 黒 岩 勝浦町教育集会所
３日 中 角 勝浦町農村婦人の家

４日 今 山 今山集会所
５日 山西・掛谷 ＪＡ生比奈支所

８日 沼 江 沼江集会所
９日 石 原 石原集会所

11日 全 町 勝浦町役場（第１・２会議室）
12日 全 町 〃

15日 全 町 〃

※受付時間：午前９時～午後４時まで
注）本年は申告受付時の混雑緩和のため、横瀬地区を二日間に、沼

江・石原地区を沼江、石原それぞれ一日ずつ割当てましたので
ご注意ください。

平成16年度 住民税の所得申告および
所得税確定申告受付会場

申
告
に
必
要
な
も
の

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（月）

（火）

（木）

（金）
（月）

（火）

（水）

（金）

（木）

（月）

（火）

（木）

（金）
（月）
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男
女
共
同
参
画
社
会
を

目
指
し
て

今
回
は

｢

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト｣

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
、
職
場
に
お

い
て
行
わ
れ
る
性
的
な
言
動
に
よ
っ
て
働

く
女
性
が
労
働
条
件
に
不
利
益
を
受
け
た

り
、
就
業
関
係
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
言
い

ま
す
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
は

大
き
く
分
け
て
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

一
対
価
型
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

例
え
ば
、
性
的
な
関
係
を
要
求
し
て

｢

言
う
こ
と
を
聞
け
ば
給
料
を
高
く
す

る｣

な
ど
と
、
地
位
を
利
用
し
た
り
、

何
ら
か
の
雇
用
上
の
利
益
の
代
償
あ
る

い
は
対
価
と
し
て
性
的
要
求
が
行
わ
れ

る
も
の
を
い
い
ま
す
。

二
環
境
型
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

言
葉
や
行
動
に
よ
る
性
的
な
い
や
が

ら
せ
の
よ
う
に
、
そ
れ
を
繰
り
返
す
こ

と
で
、
就
業
環
境
を
悪
く
さ
せ
る
性
的

な
言
動
を
い
い
ま
す
。
例
え
ば
、
性
的

な
冗
談
や
か
ら
か
い
、
食
事
や
デ
ー
ト

へ
の
執
拗
な
誘
い
、
身
体
へ
の
不
必
要

な
接
触
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、

当
事
者
個
人
の
問
題
で
な
く
、
職
場
全
体

の
労
働
上
の
問
題
と
し
て
、
そ
の
防
止
の

た
め
の
配
慮
が
事
業
主
に
義
務
化
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
男
性
が
、
働
く
女
性
を
対
等
な

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
見
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

（
勝
浦
町
住
民
課
）

日

時

毎
週
水
曜
日

午
前
十
時
～
午
前
十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

対
象
者

〇
歳
～
五
歳
児

家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い
る

子
ど
も
と
保
護
者

育
児
相
談
事
業

お
子
さ
ん
の
心
や
体
に
つ
い
て
お
悩
み

の
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
時
間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

内

容

乳
幼
児
に
関
す
る
来
所
相
談
・

電
話
相
談

講
演
会
と
講
習
会

わ
ん
ぱ
く
教
室
に
参
加
し
て
い
な
い
人

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

伊
坂
公
康
氏
に
よ
る
講
演
会

「
幼
児
期
の
発
達
に
つ
い
て
」

場

所

生
比
奈
保
育
所

日

時

二
月
二
日

午
前
十
時
十
五
分
～

午
前
十
一
時
三
十
分

佐
藤
良
典
氏
に
よ
る
講
習
会

「
親
子
で
楽
し
む
リ
ズ
ム
遊
び
」

場

所

横
瀬
保
育
所

日

時

二
月
五
日

午
前
十
時
三
十
分
～

午
前
十
一
時
三
十
分

問
い
合
わ
せ
先

生
比
奈
保
育
所

二
―
三
〇
七
七

建
築
・
土
木
工
事

一

建
設
工
事
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書

一
式

（
申
請
書
は
勝
浦
町
建
設
課
に
あ
り
ま
す
。

一
部
三
〇
〇
円
）

二

添
付
書
類

・
身
分
証
明
書

・
納
税
証
明
書

・
印
鑑
証
明
書

・
労
働
保
険
加
入
証
明
書
（
写
）

・
建
設
業
退
職
金
共
済
組
合
加
入
、
履
行

証
明
書
（
写
）

・
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
加
入
証
明

書
（
写
）

・
任
意
労
災
制
度
加
入
証
明
書
ま
た
は
振

込
み
通
知
書
（
写
）

・
登
記
簿
謄
本
（
法
人
）

・
代
表
者
の
世
帯
全
員
の
住
民
票

・
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書
（
写
）

・
建
設
業
許
可
通
知
書
（
写
）

三

受
付
期
間

三
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
（
期
間

厳
守
）
た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
を
除

き
ま
す
。

四

受
付
場
所

勝
浦
町
建
設
課

五

有
効
期
間

平
成
十
六
年
度

※
た
だ
し
、
町
外
建
設
業
者
は
、
平
成
九

年
度
を
最
初
の
期
間
と
す
る
隔
年
ご
と

の
申
請
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
建
設
課

二
―
一
五
〇
六

25日 18日 ４日

○

室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し
よ
う

○

雛
人
形
を
親
子
で
作
ろ
う

○

二
・
三
月
生
の
お
誕
生
会

○

室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し
よ
う

○

身
近
な
素
材
で
駒
を
作
っ
て
遊
ぼ
う

○

保
健
師
に
よ
る
身
体
測
定
と
相
談

○

わ
ん
ぱ
く
だ
よ
り
配
布

○

室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し
よ
う

○

竹
と
ん
ぼ
を
作
っ
て
遊
ぼ
う

★
二
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
か
ら
の
お
知
ら
せ

建
築
・
土
木
工
事
等
指
名
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
書
の
受
付
け

お
知
ら
せ

（月）（木）

（水）（水）（水）
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忘れられない人

Ｙ
君
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
知

り
合
っ
た
メ
ー
ル
友
達
。
小
学
四
年

生
の
四
月
か
ら
交
流
を
始
め
た
。

福
岡
県
在
住
の
Ｙ
君
は
、
僕
と
同

い
年
だ
。
地
元
プ
ロ
野
球
球
団
の
フ
ァ

ン
で
、
ス
ポ
ー
ツ
や
趣
味
の
事
な
ど

が
話
題
に
の
ぼ
っ
た
。

二
カ
月
ほ
ど
た
っ
た
あ
る
日
、
Ｙ

君
か
ら
届
い
た
メ
ー
ル
に
は
、
思
い

が
け
な
い
告
白
が
書
い
て
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
彼
は
何
千
万
人
に
一
人
と

い
う
難
病
と
戦
っ
て
い
る
人
だ
と
い

う
事
だ
。
入
退
院
を
繰
り
返
し
、
一

人
で
は
外
出
も
で
き
な
い
。
だ
か
ら

パ
ソ
コ
ン
の
世
界
は
大
き
な
楽
し
み

だ
と
言
う
。

僕
は
大
変
驚
い
た
。
今
ま
で
の
メ
ー

ル
か
ら
は
、
そ
ん
な
事
は
全
く
感
じ

取
れ
な
い
明
る
い
人
だ
っ
た
か
ら
だ
。

Ｙ
君
は
、
さ
ら
に
続
け
て
い
た
。

「
こ
の
事
を
知
っ
た
ら
、
Ｕ
君
は
僕

の
事
を
避
け
て
し
ま
わ
な
い
か
と
心

配
で
す
…
…
」
と
。

今
ま
で
に
も
ネ
ッ
ト
上
で
知
り
合
っ

た
人
は
何
人
か
い
る
が
、
病
気
の
事

を
伝
え
る
と
疎
遠
に
な
っ
て
し
ま
い

今
で
は
、
僕
だ
け
が
メ
ー
ル
友
達
だ
っ

た
。

「
Ｕ
君
は
、
そ
う
し
た
事
を
気
に
し

な
い
人
だ
と
信
じ
て
い
る
の
で
、
今

ま
で
黙
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
思
い
切
っ

て
告
白
し
ま
し
た
」

と
書
い
て
く
れ
た
。

僕
は
メ
ー
ル
を
読
み
な
が
ら
、
涙

が
た
く
さ
ん
こ
ぼ
れ
た
。
Ｙ
君
の
気

持
ち
が
、
と
て
も
切
な
い
。
彼
を
大

切
に
し
よ
う
と
、
今
ま
で
よ
り
も
強

く
思
っ
た
。

僕
は
丁
度
、
体
の
不
自
由
な
祖
父

と
同
居
し
て
お
り
、
入
浴
や
食
事
の

手
伝
い
が
当
た
り
前
だ
っ
た
し
、
病

気
に
立
ち
向
か
っ
て
い
る
人
へ
手
を

差
し
伸
べ
る
事
は
、
自
然
な
事
だ
と

思
っ
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、
Ｙ
君
か

ら
徐
々
に
話
を
聞
く
う
ち
に
、
世
の

中
に
は
悲
し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
事
を
知
っ
た
。

Ｙ
君
は
、
普
通
の
学
校
に
通
っ
て

い
た
が
、
病
気
の
事
で
周
り
か
ら
か

ら
か
わ
れ
た
り
、
差
別
を
受
け
た
り

し
た
そ
う
だ
。
彼
に
と
っ
て
、
学
校

は
決
し
て
楽
し
い
場
所
で
は
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
学
校

へ
行
く
の
が
嫌
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

彼
の
事
を
考
え
る
と
、
僕
の
胸
も
痛

む
。こ

う
し
た
事
が
原
因
で
、
彼
は
通

院
先
の
子
供
達
が
多
く
通
う
養
護
学

校
へ
移
っ
た
。
そ
こ
で
は
同
じ
よ
う

な
境
遇
の
仲
間
達
と
励
ま
し
合
え
て

彼
は
明
る
さ
を
取
り
戻
し
た
。
け
れ

ど
も
、
や
は
り
寂
し
い
事
も
あ
る
。

そ
れ
は
、
学
校
が
終
わ
り
家
へ
戻
る

と
、
遊
び
相
手
が
い
な
い
と
い
う
こ

と
だ
。

「
友
達
も
、
み
ん
な
病
気
持
ち
だ
か

ら
、
自
由
に
遊
び
回
れ
な
い
ん
だ
よ
」

と
、
彼
は
苦
笑
す
る
の
だ
っ
た
。

そ
ん
な
様
子
を
伝
え
聞
い
た
元
の

学
校
の
友
達
何
人
か
が
、
彼
の
家
へ

遊
び
に
来
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で

こ
の
こ
と
は
彼
の
大
き
な
喜
び
に
な
っ

た
。精

神
的
に
も
安
定
し
た
彼
は
、
酸

素
ボ
ン
ベ
を
取
り
付
け
た
車
椅
子
に

乗
っ
て
、
念
願
の
ナ
イ
タ
ー
観
戦
に

も
出
か
け
、
と
て
も
喜
ん
で
い
た
。

そ
ん
な
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
度
に

僕
も
嬉
し
く
な
っ
た
。

夏
休
み
に
は
、
彼
に
会
い
に
行
く

約
束
を
交
わ
し
、
そ
の
日
を
楽
し
み

に
し
て
い
た
の
だ
が
、
彼
が
少
し
体

調
を
崩
し
、
入
院
し
て
し
ま
っ
た
の

で
会
う
こ
と
が
で
き
ず
、
し
ば
ら
く

メ
ー
ル
も
休
み
に
な
っ
た
。
入
院
中

の
彼
へ
、
励
ま
し
の
手
紙
を
書
い
た

と
こ
ろ
、
大
変
喜
ん
で
く
れ
た
そ
う

だ
。九

月
に
入
っ
た
あ
る
朝
、
久
し
ぶ

り
に
メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
し
た
僕
の
目

に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は
、
「
退
院

し
た
よ

い
つ
会
え
る
か
な
」
と
の

は
じ
け
る
よ
う
な
彼
か
ら
の
メ
ー
ル

だ
。
今
度
こ
そ
は
と
会
え
る
事
を
楽

し
み
に
し
て
、
僕
は
学
校
へ
行
っ
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
日
、
僕
が
帰
宅
す

る
と
、
両
親
が
神
妙
な
顔
を
し
て
、

僕
に
言
っ
た
。

「
驚
か
な
い
で
。
今
朝
Ｙ
君
が
亡
く

な
っ
た
そ
う
だ
よ
」

僕
は
頭
の
中
が
真
っ
白
に
な
っ
た
。

だ
っ
て
今
朝
あ
ん
な
に
明
る
い
便
り

が
届
い
た
ば
か
り
だ
っ
た
の
に
。
な

ぜ
？
そ
ん
な
こ
と
信
じ
ら
れ
な
い
。

そ
の
ま
ま
Ｙ
君
の
家
へ
向
か
っ
た
。

彼
は
、
穏
や
か
な
表
情
を
し
て
、
小

さ
な
棺
の
中
で
眠
っ
て
い
る
。
や
っ

と
会
え
る
事
が
で
き
た
の
に
、
Ｙ
君

は
目
を
開
け
て
く
れ
な
い
し
、
言
葉

も
交
わ
せ
な
い
。

昨
日
は
友
達
と
ゲ
ー
ム
を
し
て
元

気
に
し
て
い
た
が
、
今
朝
発
作
を
起

こ
し
、
救
急
車
で
運
ば
れ
る
途
中
に

息
を
引
き
取
っ
た
の
だ
そ
う
だ
。

僕
は
、
悲
し
く
て
寂
し
く
て
言
葉

も
失
い
、
た
だ
た
だ
泣
い
て
い
る
だ

け
だ
っ
た
。
こ
ん
な
事
に
な
る
の
だ
っ

た
ら
、
夏
休
み
に
思
い
切
っ
て
Ｙ
君

を
見
舞
い
、
一
度
で
も
い
い
か
ら
言

葉
を
交
わ
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
。

ど
ん
な
声
で
、
ど
ん
な
仕
草
で
話
し

た
の
だ
ろ
う
。
今
で
も
そ
れ
を
思
う

と
、
悔
や
ま
れ
て
な
ら
な
い
。

僕
と
の
交
流
が
、
励
み
に
な
っ
て

い
た
の
だ
と
、
Ｙ
君
の
お
母
さ
ん
か

ら
何
度
も
お
礼
を
言
わ
れ
た
が
、
彼

の
姿
か
ら
励
ま
さ
れ
て
い
た
の
は
僕

の
方
だ
。

彼
と
は
、
半
年
に
も
満
た
ぬ
付
き

合
い
だ
っ
た
が
、
沢
山
の
事
を
教
え

て
も
ら
っ
た
気
が
す
る
。

人
は
、
誰
で
も
悩
ん
だ
り
苦
し
ん

だ
り
す
る
時
が
あ
る
。
人
の
痛
み
が

分
か
る
よ
う
で
あ
り
た
い
。
同
情
な

ど
で
は
な
く
、
自
然
と
手
を
差
し
伸

べ
ら
れ
る
人
で
あ
り
た
い
。
彼
が
今

で
も
僕
の
心
の
中
に
い
て
、
ふ
と
し

た
と
き
に
、
何
か
を
教
え
て
く
れ
て

い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

法
務
省
人
権
擁
護
局
・
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
第
22
回
全
国
中
学
生
人
権

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
文
集
か
ら

かたりあうページ
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年
毎
に
簡
素
に
な
り
し
年
用
意

大
勢
の
曾
孫
に
ぎ
わ
う
お
正
月

坂
本

美
馬
直
枝

星ほ
っ

生
し
ょ
う

山や
ま

久
住
中
岳
秋
縦
走

坊
が
つ
る
眼
下
に
銀
の
芒
原

横
瀬

日
下
智
世
子

凩
や
誰
か
を
運
ぶ
救
急
車

山
裾
の
色
を
残
し
て
山
眠
る

三
溪

中
林
祥
子

勝
浦
川
川
の
流
れ
に
枯
す
す
き

娘
か
ら
御
世
ち
料
理
に
舌
つ
つ
み

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

枯
蘆
野
ゆ
っ
た
り
真ま

中な
か

勝
浦
川

炭
焼
釜
跡
木
漏
れ
日
も
ら
う
四
日
か
な

生
名

石
田
白
萩

初
詣
で
由
来
を
語
る
鶴
林
寺

年
新
た
孫
の
来
訪
賑
や
か
に

生
名

小
西
典
子

束
ね
剪
る
菊
の
別
れ
の
香
の
高
し

粉
雪
舞
う
客
一
人
な
き
始
発
バ
ス

生
名

丸
山
香
月

行
止
共
苦
悩
に
消
さ
る
寒
の
月

甥
婚
の
黒
留
袖
の
夫
婦
鶴

中
角

岡
本
ハ
ツ
ヱ

神
の
木
に
み
く
じ
の
花
や
初
詣
で

万
縁
の
奥
へ
と
ひ
び
く
神
の
鈴

掛
谷

駒
津
光
洋

短
日
の
庭
の
隅
よ
り
暗
く
な
り

つ
つ
が
な
き
年
で
あ
り
し
と
餅
を
つ
く

沼
江

大
川
冨
美

息
白
し
素
足
で
走
る
柔
道
部

掛
け
大
根
障
子
に
写
る
隠
居
部
屋

坂
本

池
谷
武
久

寒
月
下
歩
け
ば
一
里
の
遠
き
こ
と

雑
炊
や
亡
き
母
語
る
子
等
も
老
い

坂
本

新
居
雄
彦

登
校
の
バ
ス
待
つ
子
等
の
息
白
し

水
仙
や
背
丈
の
揃
う
六
地
蔵

坂
本

山
口
昭
市

着
ぶ
く
れ
て
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
老
選
手

寒
月
や
狭
の
空
ゆ
く
夜
航
便

坂
本

新
居

晋

老
農
の
た
く
ま
し
き
手
や
大
根
干
す

雑
炊
を
囲
ん
で
笑
顔
の
大
家
族

坂
本

板
東
征
二

短
日
や
辻
に
女
の
立
ち
話

調
教
の
馬
嘶

い
な
な

き
て
息
白
し

坂
本

仙
方
よ
し
子

原
句
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。

こ
の
俳
句
欄
は
特
定
の
会
員
制

で
は
な
く
、
町
民
誰
で
も
随
意
に

投
句
で
き
ま
す
。
ま
た
作
品
に
優

劣
や
順
位
を
つ
け
た
り
、
添
削
等

も
一
切
し
ま
せ
ん
。
多
数
投
句
し

て
く
だ
さ
い
。

次
回
作
品
募
集

二
月
一
日
締
切
り

短
歌
一
人
一
首

三
月
一
日
締
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ

町
営
住
宅
に
空
き
室
が
で
き
ま
し

た
の
で
、
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

平
成
十
六
年
二
月
二
日

～

二
月
十
六
日

ま
で
の
間

入
居
申
込
先

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

（
所
定
の
用
紙
を
用
意
し
て
い
ま
す
。）

募
集
住
宅
人

坂
本
久
保
住
宅

一
戸
分

鉄
筋
二
階
建
て

三
Ｄ
Ｋ

共
通
応
募
資
格

町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を

有
す
る
方
。
ま
た
、
現
在
町
外
で

住
ん
で
い
る
方
で
あ
っ
て
も
入
居

決
定
後
本
町
に
住
所
を
移
し
引
き

続
き
生
活
す
る
方
を
含
む
。

収
入
が
定
め
ら
れ
た
基
準
内
に
あ

る
こ
と
（
入
居
者
全
員
の
所
得
が

月
額
二
十
万
円
以
下
）

家
賃
お
よ
び
敷
金
を
支
払
す
る
能

力
を
有
す
る
こ
と
。

入
居
者
に
は
、
二
人
の
連
帯
保
証

人
が
必
要
で
す
。

犬
猫
等
他
人
に
迷
惑
に
な
る
ペ
ッ

ト
の
飼
育
を
禁
止
し
ま
す
。

家

賃
家
賃
は
入
居
者
全
員
の
所
得
に

よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
一
月
一
万

三
千
円
か
ら
二
万
二
千
円
程
度
が

想
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
家
賃
は
毎

年
所
得
に
よ
り
改
正
さ
れ
ま
す
。

敷
金
は
、
入
居
時
の
家
賃
額
の

三
月
分
が
必
要
で
す
。

そ
の
他
、
浄
化
槽
の
管
理
に
関

す
る
費
用
は
入
居
者
負
担
で
す
。

入
居
の
時
期

平
成
十
六
年
三
月
一
日

（
予
定
）

選

考

勝
浦
町
町
営
住
宅
設
置
及
び
管
理

条
例
の
規
定
に
よ
る
。

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

わ
た
し
の
作
品

久保住宅

（月）
（月）

（月）

（１）（２）（３）（４）

（５）
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国保と医療費

●
医
療
費
は
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す

医
療
費
が
増
え
て
い
る
っ
て
本
当
で
す
か
？

みなさんがお医者さんにかかったときの医療費が

増える傾向にあります。医療費が増えると、国保の財政を

圧迫し、保険税の引き上げにもつながります。そうならな

いためにも、日ごろから健康づくりを心がけ、医療費を節

約しましょう。

国民医療費の推移 一人当たりの診療費と保険税調定額の推移

国民医療費（億円）

290,651 298,251 309,337 303,583 313,234

平成９年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度

296,382 300,439 308,197 304,333 308,041

76,630 75,918

76,194
79,123

79,512

平成９年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度

一人当たりの診療費（円）

一人当たりの保険税調定額（円）

資料：厚生労働省「平成13年度 国民医療費」 資料：厚生労働省「平成13年度 国民健康保険事業年報」

●
上
手
な
お
医
者
さ
ん
の
か
か
り
方

医
療
費
は
今
後
も
増
え
続
け
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

私
た
ち
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
で
そ
の
上
昇
を
止
め
る
こ
と
も

で
き
る
の
で
す
。

①お医者さんのかけ持ちはやめ
ましょう

②時間外、休日受診はなるべく
避けましょう

③薬をたくさん欲しがるのはや
めましょう

④かかりつけ医を持ちましょう

⑤お医者さんを信頼し、指示を
守りましょう

⑥定期的に健康診断を受け、
病気の早期発見、
早期治療を心が
けましょう
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みんなの健康
の保健行事 〈問い合わせ先 勝浦町福祉課保健師 2-1502〉

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

４ 水 ディ・ケア たんぽぽの会 13:30～15:30 住 民 福 祉
セ ン タ ー 会 員 エ プ ロ ン

５ 木 健 康 相 談 ９:30～11:00 横瀬 集 会所 住 民 健 康 手 帳

６ 金 １歳６か月児健康診査 13:00～13:30 農村環境改善
セ ン タ ー

平成14年５月１日～８月
31日までに生まれた子

予 診 票
母子健康手帳

７ 土 男 の 料 理 教 室 14:00～ 農村環境改善
セ ン タ ー 会 員 エ プ ロ ン

10 火

健 康 相 談 ９:00～10:00
今山ふれあい
交 流 館 住 民 健 康 手 帳運 動 教 室 10:00～11:00

介 護 教 室 11:00～11:45

13 金 健 康 相 談 ９:30～11:00 中山 集 会所 住 民 健 康 手 帳

16 月
生活習慣病予防教室・健康相談 ９:30～14:00 農村環境改善

セ ン タ ー 住 民 健 康 手 帳
介 護 教 室 14:00～15:00

17 火 先天性股関節脱臼検診 13:00 勝 浦 病 院 平成15年９月１日～12月
31日までに生まれた子

母子健康手帳

19 木 健 康 相 談 ９:30～10:30 坂本 集 会所 住 民 健 康 手 帳

20 金 健 康 相 談 10:00～11:30 勝 浦 会 館 住 民 健 康 手 帳

27 金
離 乳 食 講 習 13:00～13:30 農村環境改善

セ ン タ ー
平成15年７月１日～12月
31日までに生まれた子

母子健康手帳
乳 児 健 康 診 査 13:40～14:30

「
や
け
ど
」
と
い
え
ば
、「
熱
い
物
に
触

れ
る
と
で
き
る
」
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が

少
し
暖
か
い
と
感
じ
る
も
の
で
も
、
や
け

ど
を
お
こ
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
赤
ち
ゃ
ん
や
お
年
寄
り
が
電

気
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
上
で
寝
て
い
た
ら
、
背

中
や
お
腹
が
赤
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
話
を
聞
き
ま
す
が
、
こ
れ
が
「
低
温
や

け
ど
」
で
す
。

低
温
や
け
ど
は
、
触
れ
る
と
暖
か
く
気

持
ち
が
よ
い
と
感
じ
る
六
〇
度
く
ら
い
で

は
一
分
間
、
五
〇
度
く
ら
い
で
は
三
分
間

押
し
つ
け
て
い
れ
ば
起
こ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

低
温
や
け
ど
の
原
因
と
し
て
は
、
使
い

捨
て
カ
イ
ロ
が
最
も
多
く
、
つ
い
で
湯
た

ん
ぽ
、
電
気
あ
ん
か
、
こ
た
つ
、
電
気
カ
ー

ペ
ッ
ト
と
続
き
ま
す
。
乳
幼
児
や
高
齢
者

ま
た
酔
っ
て
寝
む
り
込
ん
だ
場
合
に
お
き

や
す
い
よ
う
で
す
。
特
に
、
糖
尿
病
の
人

は
低
温
や
け
ど
を
す
る
と
治
り
に
く
い
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

低
温
や
け
ど
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一
暖
房
器
具
は
、
普
段
か
ら
低
温
で
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

二
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
上
で
寝
る
の
は
、

止
め
ま
し
ょ
う
。

三
湯
た
ん
ぽ
や
電
気
あ
ん
か
、
電
気
毛
布

は
睡
眠
中
に
や
け
ど
を
起
こ
し
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
暖
ま
っ
た
ら

電
気
を
切
っ
た
り
、
身
体
か
ら
離
し
て

使
用
す
る
な
ど
、
長
時
間
暖
房
器
具
に

触
れ
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

低
温
や
け
ど
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
や
け

ど
に
見
え
て
も
、
重
症
の
場
合
が
あ
り
ま

す
。
万
が
一
、
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、
患
部
を
清
潔
な
ガ
ー
ゼ
で
覆
い
、
早

め
に
医
師
の
診
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

神経芽細胞腫
検査事業の
休止について
（お知らせ）

神経芽細胞腫検査は、生後６～

７カ月の乳児を対象に、小児ガン

の一種である神経芽細胞腫の早期

発見早期治療を目的に実施してい

ましたが、この事業が今年度で休

止されることになりました。

つきましては、神経芽細胞腫検

査の該当（検査セットをもらって

まだ提出していない人）となって

いる人は、２月20日までに徳島大

学医学部小児科へ必ず提出してく

ださい。（日が過ぎて提出されて

も検査はできません。）

低
温
や
け
ど

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
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保 健 だ よ り

第２回
終 え て
親 子 健 康 教 室 を

社会環境などの変化が子どもの
生活習慣病につながっています。

体には動かせていない部分がたくさんあります

生活習慣病について話をされる松田小児科医師

毎日欠かせない食事について話をされる播磨・仁木栄養士

去る１月７日勝浦町農村環境改善センターにおいて

児童、保護者を対象に今年度２回目の親子健康教室

（子どもの健康を考える集い）を開催しました。

初めに、イキイキ健康体操を井上運動指導士の指導

のもと、参加者子ども21人、大人５人で準備運動を行

いました。その後、じゃんけんゲームで瞬発力を高め

る運動や、色々な歩き方（大股で歩く、かかとで歩く

つま先で歩く、スキップ等）腕立ふせによる筋力アッ

プ体操等を行いました。

井上運動指導士から、今の子どもの中には、スキッ

プのできない子が増えていることや太っていない子ど

もでも筋力やバランス能力、リズム感の統合能力に欠

けている子どもが多いなど、子どもたちの実態につい

て話がありました。

しかし、運動をすることによって、体を支える筋力

やそれを動かせるバランス能力等を養うことができる

ため、学童期には体づくりのため、遊びを通してしっ

かり体を動かしましょうとのことでした。

また、松田小児科医師による講演では“生活習慣病

の予防と血液検査結果について”と題し、生活習慣病

と肥満の関係や貧血についての話がありました。子ど

もを取り巻く社会環境や家庭機能の変化が、子どもた

ちの食事や運動等の生活環境に影響し、子どものころ

から生活習慣病につながる肥満や高脂血症また貧血等

の病気を持つ子どもが増加傾向にあるということでし

た。

学童肥満は、すでに幼児期のころから始まり、その

内３分の１は成人肥満に移行し、内臓脂肪型肥満は、

合併症として高脂血症・高血圧・糖尿病等を伴い易い

ため予防や対策としては、可能な目標設定と家族や関

係者の共通理解のもとで、食事や運動等について継続

的に取り組まなければ効果を期待するのは難しいと話

されました。

この事業が子どもの健やかな成長の一助となること

を願うと共に、継続の必要性を強く感じました。
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ククリリーーンン情情報報
ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう。

２月 ガラスびん収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

第
１
火
曜
日

（３日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
２
火
曜
日

（10日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
３
火
曜
日

（17日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 生 名 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ゴミフェンス横

第

４

火

曜

日

（24日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ゴミフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久保の内ゴミフェンス横

長福寺前ゴミフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

２月
収集日 地 区 設 置 場 所

第
１
月
曜
日

（２日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前
ＪＡ生比奈支所保冷庫前

（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

第
２
月
曜
日

（９日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

第
３
月
曜
日

（16日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

パ チ ン コ 店 前 道 路 南 側

大 井 堰 碑 の 前

第

４

月

曜

日

（23日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

指
定
場
所

勝
浦
町
大
字
中
角
・
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家

敷
地
内
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

一

段
ボ
ー
ル

二

新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

三

古

本
（
雑
誌
）

同
じ
種
類
の
本
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は
破
っ

て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
（
雑
誌
）
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
も
で

縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

今月の回収日 ２月７日
午前９時まで

古紙の回収にご協力を ボランティアグループ「勝浦を考える会」

※登録している犬の場合は印鑑と鑑札が必要です。

不用犬の引き取り日

● ２月４日
● ２月18日

あき缶（アルミ缶殴スチール缶）収集日程表

（水）

（土）

（水）
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二
月
の
行
事

子
ど
も
映
画
会

十
四
日

午
後
二
時
～

図
書
館
二
階
視
聴
覚
室

民
話
を
語
り
継
ぐ
会

二
十
一
日

午
後
二
時
～

図
書
館
幼
児
室

お
は
な
し
会

二
十
二
日

午
後
二
時
～

図
書
館
幼
児
室

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

四
日
・
十
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入
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。
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読書振興協議会

一味違う史跡探訪の旅

子規の里

松山市を訪ねて その１

11月30日、昨日の暴風雨のためか雨こそ降らねど
暗雲立ち込める中を38名の会員は勝浦町を出発、一
路松山へと急ぐ。
“春や昔十五万石の城下哉”
と詠まれた松山城を車窓より眺めながら愚陀佛庵へ
と心ははやる。
裁判所前で下車し裏山に通じる緩やかな上り道を

行くと柳原極堂と高浜年尾の句碑がある。２人は
「ホトトギス」の発刊に尽力した俳人である。

美しい木立の続く道を突き当たった所が漱石の最
初の寓居愛松亭である。今は植え込みの中に「愛松
亭跡」の石標を見る。ここにきて突然視野が開けた。
見上げると目の前に優美なフランス式洋館が聳えて
いる。松山藩主の子孫が大正11年に建築された「萬
翠荘」で、旧大名家の威勢を感じる。芝生の前庭に
は漱石もその水で顔を洗ったという井戸の石組みが
残されている。「萬翠荘」の裏手に回ると昭和57年
に復元された「愚陀佛庵」があった。それは豪奢な
萬翠荘とはあまりにも対照的な静かな晩秋の木漏れ
日の中にこじんまりと建つ２階屋であった。その１
階が漱石によって子規に与えられた住居であり万年
床の子規のもとには柳原極堂らの門下生が毎日のよ
うに押しかけてきたという我儘放題の子規は、相談
もなく真昼間から蒲焼を取り寄せ１人で食べていた
という。その代金は家主の漱石が支払ったという話
であり、漱石も当時80円の月給で松山中学で英語教
師として務めていた頃の小説『ぼっちゃん』なども
しみじみ偲ばれる。和装姿の美女３～４名がお茶を

たてて美を媚びている様は、まさしくマドンナもか
くありなむと楽しくなってくる。子規が病気療養の
ため松山で過ごした50日あまりの生活は何と言って
も愚陀佛庵での生活であった。当時は高層ビルもな
くこの地から松山城も眺められたので
“城山の浮み上るや青嵐”
と詠み、
“色里や十歩はなれて秋の風”
と漱石と道後温泉の裏山にある色町で青春を謳歌し
たのも愚陀佛庵滞在中のことである。１階の床の間
には
“糸瓜咲いて痰のつまりし佛かな”
の辞世の句が軸にして飾られていた。子規はこの愚
陀佛庵を去るに際して
“行く我にとゞまる汝に秋二つ”
の句を漱石に贈り10月17日に東京に帰っている。ま
た漱石も翌年（明治29年）４月11日
“わかるゝや一鳥啼いて雲に入る”
の句を残し子規を追うように愚陀佛庵を後にして松
山を去っている。

増 井 博

図書館だより

新 着 図 書 一部紹介

（土）
（日） （土）
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（08854

）2-2511
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（08854

）2-3028
２月２日 上 勝 町 診 療 所 ４－５０１０

２月４日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

２月６日 山 西 医 院 ２－３０２７

２月８日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

２月10日 湯 浅 医 院 ２－２００３

２月12日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

２月14日 上 勝 町 診 療 所 ４－５０１０

２月16日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

２月18日 山 西 医 院 ２－３０２７

２月20日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

２月22日 湯 浅 医 院 ２－２００３

２月24日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

２月26日 上 勝 町 診 療 所 ４－５０１０

２月28日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

平日 午後６時～翌朝午前９時
休日 午後７時～翌朝午前９時

各 種 相 談

名前 日 時 場 所 備 考

心
配
ご
と
相
談

２月６日
２月13日
２月20日
２月27日

13:00～16:30

勝浦町住民福祉
センター１階

内 容
人権・行政・厚生
福祉

平日でも受付して
おりますので、お
気軽にお問い合わ
せください。
２－4652

交
通
事
故
相
談

２月25日
10:00～16:00

（受付時間
午後３時まで）

小松島中央会館
小松島市松島町
5-6
08853-2-2030

相談員
小 倉 歓 一

問い合わせ先
交通事故相談所
徳島県庁１階
088-621-3200

出
張
年
金
相
談

２月12日
10:00～15:00

勝浦町農村環境
改善センター
１階 相談室

持参するもの
年金手帳または
年金証書

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸
５ 12 19 26

19:30～21:30
木 木 木 木

踊 り
５ 12 26 ５日は午前

12日・26日は午後木 木 木

歌 謡
３ 10 17

19:30～21:30
火 火 火

生け花
５ 19

19:30～21:30
木 木

大正琴
５ 19 13 25 水曜日は午前

木曜日は午後
金曜日は夕方木 木 金 水

習 字
６ 13 20 27

19:00～21:00
金 金 金 金

◎大正琴は初心者コースもあります。

２月交流講座ご案内

夜間救急当番表

まちのうごき
平成15年12月16日～平成16年１月15日（敬称略）

人 口（平成15年12月31日現在）

大字坂本字夷名田 宮本シヅコ（96歳）
大字三溪字中村 新 居 崇 弘（58歳）

大字坂本字坂本 田村千代子（92歳）

大字久国字国光 上 田 福 市（75歳）
大字三溪字下川原 呑口精一郎（83歳）

大字沼江字黒岩 小 西 始（80歳）

大字棚野字山蔭 湯 浅 博 之（82歳）
大字沼江字天川 田 敏 子（69歳）

大字三溪字樫渕 森野ミユキ（87歳）

大字棚野字竹国 小 坂 光（85歳）

おくやみ申します

（ 大字沼江字夫婦松

大字中角字前山

（ 大字三溪字甫坂

鳴門市

多 田 尚 弘
花 岡 忍

吉 田 裕 史
増 田 敦 美

ご結婚おめでとう

世帯数 2,111戸
男性 3,243人
女性 3,475人
計 6,718人

出生 男 ３人 女 １人 計 ４人
死亡 男 ６人 女 ４人 計 10人
転入 男 ７人 女 ７人 計 14人
転出 男 ７人 女 ６人 計 13人

善意ありがとうございました

田 村 壽 秀さん（坂本） 宮 本 澄 雄さん（坂本）

以上の方から善意銀行に善意がよせられました。
ありがとうございました。

大字生名

字大前 ）上 田 豊

ゆかり

大字星谷

字宮原 ）
秋 本 貴 志

和 恵

大字沼江

字西谷

大字生名

字北 ）太 田 豊

恵

二女

悠
ゆ

里
り

二男

純
じゅん

ノ
の

介
すけ

長女

結
ゆう

菜
な

二女

朱
あか

莉
り）

溝 田 忠 幸

美恵子

お誕生おめでとう

大字沼江

字花紫壟 ）阿 部 泰 之

みつ美

長女

沙
さ

幸
ゆき

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（水）

（木）

（金）

（金）
（金）

（金）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）


